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ど他イの温室効

条例第上U条第 1項 (第18条第2項、第18条第3項)の 規定により提出しますn
特定事業 者 の

主たる業種
地球温暖化対策製品の自動車部品製造業

該当する事業
者要件

▼ 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大
算して1.500キロリットル以上))

「喬烈質瑞離 列 観客撰密ジ哉鱈舗品需播
当事業者(大規模運送事業者(トラック又

「 京都府地球温暖化対策条例施行規則第 10条 第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事
_⊇望空至型聖堕≧垂墜決算して3.000トン以上))

計 画 期 間 平成 18 年  4 月 平成  20 年 3 月

基 本 方 針 エネルギー消費効率の改善、廃棄物(廃製品合)排出童の削減、当事業所の全部門でのマネジメントシステムを有効に活用し、3パーセント以
上のC02排 出量の削減を目指抗

推 進 体 制 環瓦F程 東仕石 (以補官ブを:SC彊を要員安の委員長とし、答エネル千
一言い会をFl調し、実施計画の策定

及び例月の進捗管理を図り推維するハ

年度 ことの具
体的な取組及
び措置

年 度 設備、対象、工程等 計 画 内 容
17- !9 工場製造部門 助力設仙の省エネltlに改善、空転 顔 発停止改善 (05%向 上〕

17～ 19 熱処理部門 設備のなFA削減 (2%向上)寄 」:化 (01%向 上).‖2ペース化 (05%向 上)

17～ 19 出荷 ・輸送 アイドリングストッブ、路線経路見直して001%向 上)

17～ 19 事務部門

17～ 19 工程不良 生産ライン不良Lじ演 (01%向 上)

温昼効果ガス
の排出量等 排出区分

基準年度 (実績)

( 16 )年 度
く二酸化炭素換算 (t))

日棟年度 (計画)
( 19 )年 度
(二酸化炭来換舞 〈t))

削減再

(計画)
(%)

A事 業所等排出区分 9、605t 9.288 t -33%

B輸 送車両排出区分 t t %

Cそ の他排出区分 t t %

排出合計 ・1        91605t ■2      91288t ‐33%
その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
等 (二酸化炭来換算 (〔

森林の保全及び整備 (堵船而和) 〈吸収畳) t

府内産の木材の利用 (利用豊) mi (削減曇) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

(発電量) kwh (HJ減逮) t

〈熱供給畳) (削減重) t

グリーン電力の購入 (M入 畳) kwh 〈胃り減量) t

削減量等合計 t

差引排出量

(flFⅢl合,,一削減等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)
■ l 9 605 t ●〕19    92880 t 3 3 %

特 記 事 項
過去の省エネ改善活動実績 (H13～116)

H13     114      H15     116
・電気使用量 (千kvh)  22.367   20,085    19、 491   19、 976    [効 果 :107X削減〕
原単位 (kwh/kg)    558    545     547    537     [効 果 ,34町削減]
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